









































い理想像や典型のようなもの（optima species et quasi figura dicendi）」を示してほしいという困難な












































                                                                   
２）煩雑になるので列挙するのは避けるが、キケロからの引用は主にロウブ版を参照し、適宜その英訳と邦訳
『キケロー選集』岡道男・片山英男・久保正彰・中務哲郎編集、岩波書店、1999-2002年を参照した。 







































                                                                   
３）Erwin Panofsky, Idea.  Ein Beitrag zur Begriffsgeschichte der älteren Kunsttheorie, 2., verbesserte Aufl. 
Berlin : Bruno Hessling , 1960を利用するが、適宜、英訳（Erwin Panofsky, Idea：A Concept in Art Theory, trans. 
Joseph J. S. Peake, U of South Carolina P, 1968）と邦訳（E. パノフスキー『イデア』伊藤博明、富松保文訳、
平凡社、2004年）も参照した。煩瑣なので典拠は原典の頁数のみ記す。 

























































（perfectus）弁論家」（I, 197; III, 80）と呼んだり、「最高の（summus）弁論家」（III, 82, 84, 85）と呼
ぶような例もあるが、上記のように形容語句を付けず単に「弁論家」と呼ぶ用法もまた、この後もし

















                                                                   
４）こうした態度を、クラッススは一貫として保っている（III, 74, 75）。 


















という語で呼んでいることである。翌年の『トゥスクルム荘対談集』（Tusculanae disputationes, 45 
B. C.）では、「彼〔プラトン〕はそれをイデアと呼び、我々は species と呼ぶ」（I, 58）と述べ、同年
















                                                                   
５）アリストテレス『トピカ』102a33-34参照。アリストテレスのテクストについては、本稿では『アリストテレ
ス全集』山本光雄編集、岩波書店、1968-1973年を参照する。 




































                                                                   
６）キケロにおける「species」については、以下の文献を利用した。Handlexikon zu Cicero,  H. Merguet, Geolg 
Olms Verlagsbuchhandlung, Hildesheim, 1962. ただしこのレキシコンは必ずしも網羅的ではなく、『弁論家につ
いて』（I, 189）における用例も挙げられていない。 










































































                                                                   









 近代芸術の源流としてのキケロ『弁論家』（9-10） 25 
 
弁護』（Pro Caelio,〔56 B. C.〕6）にも類例を見ることができる。他にも、戸外の光景について（『老
年について』De senectute, 57）、彫像や絵画の「見た目」について（『ウェッレース弾劾』第二回公
判 In C. Verrem actio secundo, I, 58; IV, 129）、より学問的に「視覚像」について（『運命について』








ス宛書簡』Epistularum ad Atticum, XIV, 22、前44 年5月14日）、神々の姿についてこの語が用いられ












人を魅惑しつつ有害であるものについてしばらく論じられる『義務について』（De officiis,〔44 B. 






「完全なる弁論家という、あの光輝ある特殊な理想像を（ illam praeclaram et eximiam speciem 
oratoris perfecti）」（III, 71）という表現が見られるのである。ここでは弁論家の理想像について、
                                                                   
の徳より美しく輝いているともされている（III, 55）。 
11）『予見について』（II, 50）、L. ムナティウス・プランクス宛の『書簡』（Epistularum, XIII, 29, 1）、『善と悪の
究極について』（De finibus bonorum et malorum, IV, 61）、『フィリッピカ』（Philippica, VII, 13）など、これも
用例が多い。 




















































































ア哲学者列伝（中）』加来彰俊訳、岩波文庫、1995年〔7, 1, 45〕）。 










 この点で特に重要なテクストは、パノフスキーも注目しているベッローリ（Giovanni Pietro 
Bellori, 1613-96）の「画家、彫刻家、建築家のイデア──自然に勝る自然美の選択」（“L’ Idea del 


















                                                                   









14）ベッローリのテクストは、Panofsky, pp. 130-139を利用し、出典は「Bellori」の名でページ数を示す。 





ィマイオス」注解』（In Platonis Timaeum commentaria, 2, 122B）や、複数の身体の美を一つの彫像
に集約する技術に関するマクシムス・テュリウスの『論説』（Dissertationes, 17, 3〔81-87〕）、同様の














る17）。たとえばフィチーノは、『プラトンの「饗宴」注解、愛について』（Commentarium in convivium 
                                                                   











いるのではなく、ユニウスの『古代絵画について』（De pictura veterum, 1637）を種本に使っていることである。
すなわち膨大な古典文献の引用を列挙する同書の第一巻第一章では、先述したマクシムス・テュリウスの言葉、
プロクロスの言葉、（キケロ『発想論』に基づく）ゼウクシスの逸話、クセノフォンの言葉がほぼ連続して挙げ
られているのである（I, 1, 3）。ユニウスはこれらをイデア論の文脈で論じているわけではない。François du 
Jon, De pictura veterum,（The printed sources of Western art, general editor, Theodore Besterman, vol. 25）
Collegium Graphicum Portland, Oregon, 1972.  
17）周知のように、ビザンツ帝ミカエル2世から仏王ルイ敬虔王に送られた偽ディオニシウス・アレオパギタの
『天上位階論』（Peri tes ouranias hierarchias, 6c.）の写本が、それを収めたサン＝ドニ修道院の院長シュジェー
ルに読まれ、そこに込められていた新プラトン主義思想が最初のゴシック様式の聖堂建築（1136年）に生かさ
れている。ステンドグラスによって聖堂内に取り込まれ、色とりどりに輝く光は、それ自体は物質的な光であ
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スの他、『フィリッポスの詞華集』（Philippou stephanos,〔A. D. 1c〕 LXVII, 3082-83）でも、次のように語ら
れている。「神が天上から大地に、自らの似像を見せに来たのか／それともフェイディアスよ、おまえが神のと
ころに行ったのか」The Garland of Philip, and Some Contemporary Epigram, I, eds. A. S. F. Gow and D. L. Page, 
Cambridge UP, 1968. この場合もイデア論とは無関係である。 


















                                                                   
20）ジョン・シアマンは、この言葉がじつはカスティリオーネ自身の創作だと主張している（John Shearman, 
“Castiglione’s Portrait of Raphael,”Mitteilungen des Kunsthistorischen Institutes in Florenz, 38, 1, 1994, pp. 69-
97）。彼はカスティリオーネの周辺でジョヴァンニ・フランチェスコ・ピコが『弁論家』に基づくキケロのイデ







がって、もしもベッローリやヴィンケルマンの『ギリシア美術模倣論』（Gedanken über die Nachahmung der 







scultori ed architetti, 1607）では、その Idea が真実在として存在するのではなく、感覚をもとに形成されたも
のだとされている（Panofsky, pp. 48-49）。さらにパチェコの『絵画芸術』（Arte de la pintura, 1649）にいたっ
ては、観念的な視覚像のみならず実際の視覚像をも含め、あらゆる絵画モデルには「Idea」が認められるとい
う（Panofsky, p. 105, n. 197. 絵画の原型となるこうした「Idea」については、すでにセネカ『書簡』58, 19-20に
言及がある。Seneca, Ad Lucilium epistulae morales, with an English translation by Richard M. Gummere, 
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とを付言しておきたい。 








の思想の伝統において、中世以降ではトマス・アクィナス『神学大全』（Summa Theologica, I, 





                                                                   
22）Philo, vol. 1, with an English translation by F. H. Colson and G. H. Whitaker, London : W. Heinemann, New 

























26）特に Roger Ariew and Marjorie Grene,“Ideas, in and before Descartes,”in Journal of the History of Ideas, 
vol. 55, University of Pennsylvania Press, 1995, pp. 87-106が詳しい。 



























































い（『リチャード三世』King Richard III〔1591-93〕III, 7, 13;『恋の骨折り損』Love’s Labour’s Lost







 本章で中心的に扱うドライデン（John Dryden, 1631-1700）は、1695年の著作「絵画と詩との比較」








29）語の検索には次の文献を利用した。Marvin Spevack, The Harvard Concordance to Shakespeare, Hildesheim, 




Philip Sidney, An Apologie for Poetrie,（The English Experience, its record in early printed books published in 
facsimile；no. 413）De Capo Press, Theatrum Orbis Terrarum LTD：Amsterdam, 1971, New York. 






































リスの文人に受け継がれるほか、ヤングの『独創的作品に関する考察』（Conjectures on Original 
































                                                                   
30）ヤングの『独創的作品に関する考察』のドイツへの影響については、John Louis Kind, Edward Young in 


















                                                                   
の時代的変化を検討することなく文献中の「イマジネーション」や「イデア」などの語を都合よく解釈したり、
コンテクストを無視して「創造」や「芸術」などの近代芸術に用いる語を用いたりすることによって、あたか
も近代的な思考がすでにルネサンス期に成立していたかのように過大評価しようとする傾向が、専門研究書に
おいてさえ数多く見られるが、問題にする語がそれぞれどのような来歴をもち、どのような意味をもつのか、
文脈や当時の用語法から慎重に検討する必要があるだろう。 
